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指定管理者制度による管理運営状況の総合評価

指定管理者制度による施設の管理運営状況総括調書
（総合結果）

施 設 名 宮ケ瀬湖集団施設地区及び鳥居原園地

指 定 管 理 者 名 公益財団法人宮ヶ瀬ダム周辺振興財団

施設所管課（事務所） 自然環境保全課 自然環境保全センター

評価理由及び今後の対応

≪評価方法≫
サービス向上に向けた取組の実施状況、施設の利用状況、利用者満足度の状況、収支状況、業務遂行能力の評価
結果を基に別紙の基準により評価する。

　指定管理者制度による管理運営状況の総括を行ったところ、サービス向上に向けた取組の実施状況、収支状況
及び業務遂行能力はＡ評価、施設の利用状況はＣ評価、利用者満足度の状況はＳ評価となり、総合評価はＢ評価
となった。
　事業計画に基づき、適切に事業が実施され、特に施設の特性を踏まえた維持管理については、自然環境の保全
に配慮した対応が見受けられ、Ｓ評価となった。
　施設の利用状況についてはＣ評価となったが、目標値がコロナ禍前に定められた高い数値であるためであり、
効果的な広報・ＰＲ活動により利用者数自体は毎年度増加傾向である。また、利用者満足度調査においても、
「満足」・「どちらかといえば満足」の回答が３か年平均で99.3％となり、良好な運営状況である。
　以上のことから、指定管理者制度による施設の運営管理は有効であると考えられるため、引き続き指定管理者
制度による管理運営を行う。

指定管理者制度による管理の有効性 有 無

１　サービス向上に向けた取組の実施状況

R5
(2023)

年度

評価 評価基準

Ｂ
Ｓ：極めて良好
Ａ：良好
Ｂ：一部改善が必要
Ｃ：抜本的な改善が必要

指 定 期 間
R3.4.1

(2021年)
R8.3.31
(2026年)

評価期間
R3

(2021)
年度

施設の維持管理

□施設の維持管理（清掃業務、ごみ収集
業務、保守点検業務、受付業務、警備業
務等）は事業計画どおり実施されている
か

Ｓ

□施設の維持管理については、事業計画
どおり、施設の特性を踏まえた維持管理
が実施されていることを月例報告書及び
現地でのモニタリングにより確認してい
る。
□鳥の営巣時期に配慮した事業運営や、
鹿の糞の肥料としての活用等、自然環境
の保全に配慮した管理が行われている。

確認項目 確認の視点 項目別評価 内容・評価理由

指定管理業務実施
にあたっての考え
方、運営の方針等

□指定管理業務の総合的な運営方針が守
られているか
□委託した業務は適切に実施されている
か

Ａ

□３施設一体の運営管理、宮ケ瀬湖周辺
の自然環境の保全・充実及び周辺地域の
振興・活性化を目的としており、これに
従って適切に業務が実施されている。
□実績報告書により、必要な業務委託が
実施されていることを確認している。



ア

 ※目標値の設定方法 ア…募集時の提案事項のため、指定期間当初から設定

イ…モニタリング調書作成等のため、便宜的に設定

％ ％ ％

人 人 人

※複数回実施した場合や複数対象に向けて実施した場合等は、合計した数値を記載

地域と連携した魅
力ある施設づくり

□地域人材の活用、地域との協力体制の
構築、ボランティア団体等の育成・連携
の取組を積極的に行っているか
□地域企業等への業務委託を行っている
か Ａ

□地域活性化のイベントでは周辺市町村
観光団体やＮＰＯ法人に後援・協力を得
る等、積極的な連携を行った。
□園地の現場対応者は優先して地元住民
の採用に努め、また委託業務は地元企業
を優先的に選定した。

評価結果 評価区分

Ａ
Ｓ：協定等に定める水準を上回る（項目別評価でＢ、ＣがなくＳが半数以上※）
Ａ：協定等に定める水準どおり　（項目別評価でＢ、ＣがなくＡが半数以上※）
Ｂ：協定等に定める水準を下回る（項目別評価でＢが１つ以上）
Ｃ：協定等に定める水準を大幅に下回る（項目別評価でＣが１つ以上）

２　施設の利用状況

Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 ３か年平均

人 425,133 人(利用者数)
設定方法：

279,277 人 358,187 人

目標値

418,400 人 425,100 人 431,900

対目標値（数）
※下段は率

△ 139,123 人 △ 66,913 人 △ 58,570

373,330 人 336,931

人 対目標値（率）

67 ％ 84 ％ 87 ％ 79.3 ％

人利用者数

□事業の広報・ＰＲは効果的に実施さ
れているか

□自主事業は施設の設置目的に合致
し、利用促進につながっているか

□利用促進に向けた取組は適切か

□令和５年度は、夏休みイベントの実施に伴い３市町村36,000人の児童に
イベント冊子を配布したほか、ＨＰ、ＳＮＳ及びラジオ番組を活用し、イ
ベント情報等を随時発信するなど、効果的な広報を実施した。目標値は新
型コロナウイルス感染症拡大前に設定した高い数値であるため、対目標値
の達成率は３か年平均で79.3％でＣ評価となったが、利用者数は毎年度増
加傾向である。これは、感染対策防止策を工夫したイベントを地道に開催
するなどして利用者確保に努めた結果であるといえる。
□自主事業として、集団施設地区の役割を担うこと、および県の未病対策
「運動習慣の啓蒙と奨励」の一つの体験活動・スポーツの場として多目的
広場でのグラウンド・ゴルフ事業を行っている。令和５年度は656人の利
用があり、利用者の滞在時間の増加に寄与した。
□これらの取組の結果、新型コロナウイルス感染症拡大の影響は残るもの
の、利用者数の対目標値は毎年度増加しており、利用促進に向けた適切な
取組が行われている。

３　利用者満足度の状況

Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 ３か年平均

評価結果 評価区分

Ｃ
利用者数と目標値を比較して（３か年平均）
Ｓ：110％以上
Ａ：100％以上～110％未満
Ｂ： 85％以上～100％未満
Ｃ： 85％未満

確認の視点 施設の利用状況についての評価

女性保護施設と県営住宅において評価を
行わない場合、目標値欄には定員等を記
載する。

利用者満足度調査において「満
足」と答えた利用者の割合
（サービス内容の総合的評価に係
る設問）
※上段：割合、下段：回答者数

98.8 98.9 99.8

99.3 ％

167 357 427



評価結果 評価区分

Ｓ
「満足」（上位２段階の評価）と答えた割合が（３か年平均）
Ｓ： 90％以上
Ａ： 70％以上～ 90％未満
Ｂ： 50％以上～ 70％未満
Ｃ： 50％未満　又はＳ～Ｂにかかわらず「不満足」と答えた割合が50％以上

確認の視点 利用者満足度の状況についての評価

□調査の実施方法（対象、時期、回
数、配布方法等）は適切か

□利用者満足度向上に向けた取組は適
切か

□窓口に常時用紙を備えて、四半期ごとに回収・分析している。このほ
か、自主的な企画事業の実施時に参加者にアンケートを配布しており、直
接配布することで回収率の確保に努めている。
□回答結果では、上位２段階の評価が毎年度98％を超えており、非常に高
い満足度となっている。引き続き、利用者が快適に過ごすことができる環
境づくりに努めてほしい。

４　苦情・要望等への対応

施設の管理に関す
る利用者からの主
な意見と対応状況

年月 意見の内容 対応状況

該当なし

確認の視点 苦情・要望等への対応についての評価

□積極的に苦情・要望等の把握に取り
組んでいるか

□把握した内容を事業等へ適切に反映
する仕組みを整備しているか

□苦情・要望等への対応は適切か

□事業計画に基づき、利用者等との対話やホームページへの問合せ、アン
ケート調査の中で苦情・要望等の把握に取り組んでいる。
□利用者からの問合せや苦情等の意見は統計的に記録しており、問い合わ
せ件数と内容を毎月施設間で共有しトラブルの未然防止に努めている。
□事業計画に基づき、把握したニーズを意見、要望及び苦情等に分類し、
優先順位により対応することとしており、迅速な対応を行う体制が構築さ
れている。特に苦情については、内容や事実を確認の上、先延ばしせず出
来るだけその場で解決することとしており、適切である。

５　事故・不祥事等への対応

事故・不祥事等の
概要と対応状況

発生年月日

①発生時の詳細な状況
②県職員による確認の状況（内容及び実施日を記入）
③その後の経過（現在に至るまでの負傷者の状況、再発防止策等）
④施設に対する問題点の指摘やクレームの有無（有の場合は概要を記入）
⑤原因及び費用負担の有無（費用負担が有の場合は内容および負担者を記
入）
⑥記者発表の有無（有の場合はその年月日を記入）

該当なし

□事故・不祥事等防止に向けた仕組み
が構築されているか

□事故・不祥事等発生時の対応は適切
か

□倫理規定等諸規程類の整備や安全衛生管理要綱の制定・運用を行うとと
もに、財団内の会議を通じて、事故防止・不祥事防止対策を行った。また
事故防止について、当施設及び周辺施設を対象とした防災マニュアルを整
備し、外国人や障がい者及び高齢者を含む利用者が円滑に避難できる体制
を構築するとともに、マニュアルに即した訓練を行った。

確認の視点 事故・不祥事等への対応についての評価



単位：千円

※(　)内は収支計画額。令和５年度は速報値

６　収支状況

【参考】Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度

収入
52,400 63,063 72,368

(58,412) (64,680) (64,680)

内訳

(45,201) (13,211) (0) (47,111) (17,569) (0)
46,172 6,228 0 47,111

指定管理料 利用料金 その他 指定管理料

1,364

(47,111) (17,569) (0)

利用料金 その他 指定管理料 利用料金 その他

71,004
(64,680)

0 47,111 25,257 015,952

収支差額
△ 1,956 1,253

支出
54,356 61,810

(58,412) (64,680)

(0) (0) (0)

64,282 0
指定管理料 利用料金 その他 指定管理料

Ｒ５年度 累計

47,111 23,073 0 141,333

収入
70,184 205,615

(64,680) 194,040

(0) (0) 101.6%

(52,707) 0

支出
69,519 202,333

(64,680) (194,040)

内訳

(47,111) (17,569) (0) (141,333)

利用料金 その他

評価結果 評価区分

Ａ
収入合計／支出合計の比率が
Ｓ(優良)：105％以上
Ａ(良好)：100％～105％未満
Ｂ(概ね計画どおりの収支状況である)：85％～100％未満
Ｃ(収支比率に15％を超えるマイナスが生じている)：85％未満

確認の視点 収支状況についての評価

収支差額
664 3,281 収入合計／支出合計比

□収入増加に向けた取組の内容は適切
か

□経費節減に向けた取組の内容は適切
か

□ＨＰやＳＮＳ、ラジオ番組等様々な媒体を活用した情報発信を行った結
果、利用者数は毎年度増加し、令和４年度及び令和５年度において、利用
料金収入も当初予算比130％以上となった。
□清掃、害虫駆除、受水槽清掃等の管理業務について、他施設との合併発
注を行い、効率的な運営と経費の削減を図っており、適切である。



人的な能力、執行
体制

□管理運営にあたって適切な人員が配置
されているか
□人材育成や職員採用が適切に行われて
いるか

Ａ

□別館（ミーヤ館）にて３施設の受付業
務を集中的に行い、集団施設地区等では
常勤の管理運営責任者１名を配置し、繁
忙期には他の常勤職員が応援を行うこと
としており、効率的な人員配置が行われ
ている。
□事業計画に基づき、職場研修に加え、
外部講師を招きゲートキーパー研修や手
話講習会を行う等、毎年度多様な研修を
実施し、人材育成制度を整備している。
また、毎年、職員は普通救命講習を受講
している。

□労働時間短縮の取組や職場のハラスメ
ント対策など労働環境の確保の取組が行
われているか

□雇用環境整備士を配置したほか、衛生
管理者の資格取得により、安心安全な職
場環境の確保に努めた。
□事業計画に基づき、幹部職員向け、⼀
般職員向けハラスメント防⽌研修を継続
的に実施している。

７　業務遂行能力

確認項目 確認の視点 項目別評価 内容・評価理由

評価結果 評価区分

Ａ
Ｓ：協定等に定める水準を上回る（項目別評価でＢ、ＣがなくＳが半数以上※）
Ａ：協定等に定める水準どおり　（項目別評価でＢ、ＣがなくＡが半数以上※）
Ｂ：協定等に定める水準を下回る（項目別評価でＢが１つ以上）
Ｃ：協定等に定める水準を大幅に下回る（項目別評価でＣが１つ以上）

コンプライアン
ス、社会貢献

□指定管理業務等の実施にあたって法令
違反等の行為はないか
□環境への配慮は適切か
□障害者雇用等の状況は適切か

Ａ

□倫理規定を定めるとともに、諸規程を
定め、適正な事業運営を行った。
□刈草の堆肥化や廃材の有効活用、洗剤
やトイレットペーパー等のグリーン調達
を積極的に行った。
□障がい者の常用雇用に加え、雇用環境
整備士の配置や衛生管理者の資格の取得
等、職場環境の整備に努めた。

個人情報保護

□個人情報保護についての方針・体制及
び教育・研修体制は適切か
□個人情報の取扱いは適切か

Ａ

□個人情報漏えい事例等を参考として研
修を行い、個人情報保護の体制構築に努
めた。
□個人情報保護規程の周知徹底を図って
おり、個人情報の漏えい等の事故は発生
していない。


